








研究目的

　流死産の中には夫婦間の組織適合抗原の差によって生じた免疫学的機序によ

るものが含まれている可能性がある。即ち受精卵,胎児ならびに胎盤には父親

由来の組織適合抗原が存在し,母体のあるものはこの父親由来の組織適合抗原

に対して液性抗体ならびに細胞性抗体を産生する。これらの抗体が受精卵,胎

児,胎盤に作用する結果流早死産が起り得る。ところでヒトは遺伝学的に雑系

であるため,夫婦間の組織適合抗原の組み合わせが殆んどすべての場合異なり,

その不適合の程度もまちまちである。したがってヒトを対象として「免疫学的

機序による流早死産」を検討することは非常に困難である。そこで我々は遺伝

的背景の確立している近交系マウスを用いて,免疫学的機序による流早死産の

モデルを作り,液性ならびに細胞性免疫の両面からこの問題の解明を試みた。


